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久
保

　
隆
司

　
提
出

　
学
位
申
請
論
文

　
『
生
成
と
統
合
の
日
本
的
神
学
思
想
の
構
造
と
解
釈
に
関
す
る
考
察

　
　
―
主
に
心
身
論
と
超
越
論
の
観
点
か
ら
山
崎
闇
斎
思
想
の
位
置
に
つ
い
て
の
検
討
―
』

　
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
久
保
隆
司
氏
は
心
理
学
に
お
け
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
十
年
は
山
崎
闇

斎
の
神
学
・
思
想
が
、
世
界
哲
学
／
世
界
思
想
史
に
適
正
に
位
置
付
け
ら
れ
る
、
と
仮
定
し
て
、

そ
れ
を
証
明
す
る
べ
く
研
究
し
て
き
た
。
本
論
は
、
そ
の
研
究
の
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た

と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
風
土
論
・
身
心
論
・
超
越
論
の
三
部
か
ら
な
る
。

　
「
は
じ
め
に
」
に
あ
る
序
章
「
闇
斎
思
想
の
本
質
と
現
代
的
意
義
に
関
す
る
基
礎
的
枠
組
み

の
考
察
」
で
は
、
本
論
の
目
的
を
説
く
。
闇
斎
が
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
て
生
き
、考
え
、
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行
動
し
た
か
の
本
質
の
探
究
を
基
礎
に
お
き
、
広
く
世
界
哲
学
／
世
界
思
想
の
文
脈
か
ら
、

闇
斎
な
ら
び
に
そ
の
神
学
・
思
想
を
様
々
な
人
が
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
「
ス
ペ
ー
ス
」

の
確
保
、
な
ら
び
に
た
た
き
台
と
し
て
の
「
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
仮
構
築
を
目
指
し
た

こ
と
を
明
か
す
。
そ
こ
で
、
闇
斎
の
思
想
に
あ
る
意
味
、
よ
り
宗
教
的
・
哲
学
的
に
普
遍
性

を
持
つ
「
大
き
な
物
語
」
を
見
出
す
た
め
、
古
今
東
西
の
歴
史
や
思
想
の
中
に
通
じ
る
問
題

意
識
や
見
識
、
知
恵
を
求
め
、
そ
の
思
想
世
界
の
全
体
像
ら
し
き
も
の
を
示
せ
る
こ
と
を
試

み
た
と
い
う
。

　
第
一
部
（
風
土
論
）
で
は
、
近
世
前
半
の
山
崎
闇
斎
の
神
学
思
想
の
再
検
証
を
目
的
と
し
、

彼
が
生
ま
れ
、
育
っ
た
文
化
的
環
境
お
よ
び
社
会
的
環
境
の
一
端
を
描
く
。

　
第
一
章
「
山
崎
闇
斎
の
神
学
思
想
に
お
け
る
基
盤
と
し
て
の
主
に
「
共
時
性
」
に
関
す
る

考
察
」
で
は
、
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
「
野
生
の
思
考
」
や
ユ
ン
グ
の
「
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ

（
共
時
性
）
」
概
念
の
導
入
に
よ
る
共
時
的
な
思
想
的
風
土
の
状
態
を
扱
い
、『
大
和
小
学
』
か

ら
、
日
吉
神
社
と
闇
斎
と
の
間
に
様
々
な
潜
在
的
な
関
係
性
を
提
示
す
る
。
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第
二
章
「
「
山
王
」
を
母
体
と
す
る
「
神
仏
習
合
」
形
成
と
「
統
合
的
神
学
」
展
開
の
考
察
」

で
は
、
前
章
で
の
「
共
時
性
」
に
対
し
、本
章
で
は
「
通
時
性
」
に
注
目
す
る
。
そ
こ
で
「
ミ
ー

ム
」
概
念
の
導
入
に
よ
る
通
時
的
な
宗
教
的
風
土
形
成
、
具
体
的
に
は
「
山
王
」
に
注
目
し
、

そ
れ
を
神
学
的
母
体
と
し
た
闇
斎
と
天
海
を
比
較
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
天
海
は
ミ
ー
ム
プ
ー

ル
で
あ
る
比
叡
山
と
の
本
質
的
な
つ
な
が
り
を
絶
ち
、
千
年
の
リ
ソ
ー
ス
を
否
定
、
流
用
、

形
骸
化
し
た
の
に
対
し
、
闇
斎
は
個
人
の
内
面
を
大
切
に
し
、
朱
子
学
の
影
響
も
受
け
た
近

世
的
自
我
意
識
を
も
と
に
、
祭
政
一
致
的
な
新
し
い
統
合
神
学
構
築
を
目
指
し
た
と
す
る
。

　
第
三
章
「
山
崎
闇
斎
の
神
道
神
学
思
想
と
江
戸
前
期
の
朝
幕
関
係
の
解
釈
に
つ
い
て
」
で
は
、

前
章
に
引
き
続
き
闇
斎
と
天
海
を
比
較
し
、
前
者
は
天
皇
を
核
と
す
る
「
神
儒
兼
学
」
思
想
、

後
者
は
将
軍
を
核
と
す
る
「
神
仏
習
合
」
思
想
と
の
対
立
と
み
る
。
そ
し
て
、
闇
斎
の
朝
幕

理
解
に
つ
い
て
、
天
上
天
下
は
天
上
の
天
照
大
神
の
一
元
支
配
で
あ
り
、「
国
譲
り
」
的
な
概

念
は
な
く
、
天
皇
も
将
軍
も
共
に
「
御
一
体
」
で
あ
り
、
闇
斎
に
と
っ
て
大
政
委
任
論
は
そ

も
そ
も
存
在
せ
ず
、
天
下
を
治
め
る
役
割
の
幕
府
側
が
、
天
上
に
ま
で
強
い
影
響
を
及
ぼ
そ

う
と
す
る
の
は
筋
違
い
だ
、
と
す
る
の
が
闇
斎
の
考
え
と
す
る
。
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補
論
１
「
垂
加
神
道
と
吉
田
神
道
と
の
「
遠
い
距
離
」
に
つ
い
て
の
考
察
」
で
は
、
闇
斎

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
知
る
こ
と
で
、
闇
斎
の
一
生
の
整
理
を
試
み
る
。

　
第
二
部
（
身
心
論
）
で
は
、
比
較
思
想
的
、
世
界
哲
学
的
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

的
観
点
よ
り
、
近
世
に
お
け
る
闇
斎
思
想
の
位
置
を
検
討
す
る
。
な
か
で
も
、
心
身
論
に
関

わ
る
フ
ラ
ン
ス
思
想
や
朱
子
学
と
の
比
較
思
想
的
考
察
を
交
え
な
が
ら
、
近
世
初
期
に
お
け

る
闇
斎
の
心
身
論
的
構
造
か
ら
、「
心
身
統
合
」
の
重
要
性
と
「
神
儒
兼
学
」
の
意
味
と
思
想

史
的
背
景
を
探
る
。

　
第
四
章
「
闇
斎
神
学
に
お
け
る
心
身
論
的
課
題
と
比
較
思
想
的
展
開
に
つ
い
て
」
で
は
、

第
一
次
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
期
の
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
東
西
の
近
代
的
心

身
論
の
萌
芽
を
、
闇
斎
と
デ
カ
ル
ト
に
見
る
。
そ
し
て
、
闇
斎
は
神
道
実
践
か
ら
、
心
身
の

一
元
論
＝
統
合
論
の
安
心
を
「
生
成
」
プ
ロ
セ
ス
に
見
出
し
た
と
推
察
す
る
。

　
第
五
章
「
近
世
近
代
移
行
期
に
お
け
る
心
身
を
基
盤
と
し
た
発
達
論
的
思
想
の
比
較
考
察
」

で
は
、
デ
カ
ル
ト
の
心
身
二
元
論
に
反
対
し
た
メ
ー
ヌ
・
ド
・
ビ
ラ
ン
の
心
身
関
係
を
中
心
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と
す
る
哲
学
を
概
観
し
、
闇
斎
の
心
身
観
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
で
、
闇
斎
の
神
儒
兼
学
に

よ
る
認
識
論
、
方
法
論
が
、
普
遍
性
を
持
つ
こ
と
の
確
証
に
至
っ
た
と
す
る
。

　
第
六
章
「
「
敬
義
内
外
」
説
と
「
神
儒
兼
学
」
と
の
関
係
性
に
お
け
る
闇
斎
神
学
の
構
造
的

理
解
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
神
儒
兼
学
」
の
な
か
で
闇
斎
が
「
神
垂
冥
加
之
人
」
へ
成
長
す
る

修
養
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
心
身
論
か
ら
「
統
合
学
」
へ
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
雛
形
を
、
闇

斎
は
示
し
た
と
す
る
。

　
補
論
２
「
デ
カ
ル
ト
の
「
理
神
―
理
性
」
と
闇
斎
の
「
心
神
―
大
和
魂
」
概
念
の
変
容
を

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
的
に
概
観
す
る
」
で
は
、
日
本
の
思
想
史
も
世
界
哲
学
の
大
き

な
流
れ
、
動
向
の
一
部
と
し
て
繋
が
り
、
機
能
し
て
い
る
こ
と
の
大
枠
を
摑
も
う
と
す
る
試

み
か
ら
、
デ
カ
ル
ト
と
闇
斎
の
心
身
論
を
比
較
す
る
。

　
第
三
部
（
超
越
論
）
で
は
、
山
崎
闇
斎
の
葛
藤
と
超
克
の
思
想
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す

る
な
か
で
、
「
心
身
統
合
」
の
意
味
と
意
識
の
高
次
段
階
へ
の
飛
躍
・
超
越
の
問
題
、
す
な
わ

ち
「
永
遠
の
哲
学
」
を
扱
う
。
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第
七
章
「
宗
教
思
想
家
の
内
面
的
「
葛
藤
」
と
「
超
克
」
プ
ロ
セ
ス
の
構
造
と
解
釈
に
つ
い
て
」

で
は
、
闇
斎
の
転
換
期
に
お
け
る
内
面
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
推
定
し
、
そ
の
モ
デ
ル
化
を
試
み

る
。
そ
し
て
、
闇
斎
が
直
面
し
た
「
合
理
主
義
の
壁
」
に
対
す
る
葛
藤
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス

（
合
理
的
な
朱
子
学
と
非
合
理
的
な
神
道
）
と
超
克
（
祈
願
に
よ
る
神
人
合
一
）
の
意
識
変
容

プ
ロ
セ
ス
の
心
理
的
構
造
を
探
求
す
る
。

　
第
八
章
「
井
筒
俊
彦
の
「
神
秘
哲
学
」
概
念
導
入
に
よ
る
山
崎
闇
斎
の
神
学
思
想
の
再
評

価
に
つ
い
て
」
で
は
、
神
代
紀
研
究
を
通
じ
て
、
闇
斎
の
合
理
段
階
か
ら
超
個
的
領
域
（
天

人
唯
一
／
神
人
合
一
）
へ
の
成
長
の
プ
ロ
セ
ス
に
注
目
す
る
。
そ
の
な
か
で
、闇
斎
神
学
と
は
、

垂
直
段
階
的
に
構
築
さ
れ
た
神
儒
兼
学
の
統
合
体
系
で
あ
り
、
近
世
近
代
に
お
け
る
日
本
で

は
希
有
な
神
秘
哲
学
大
系
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
統
合
的
な
神
学
理
解
の
基
盤
と

し
て
の
朱
子
学
と
の
兼
学
が
、
本
来
、
闇
斎
の
構
想
し
た
「
神
儒
兼
学
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
第
九
章
「
井
筒
俊
彦
の
啓
示
類
型
論
か
ら
見
る
「
心
神
と
の
対
話
」
構
造
と
そ
の
解
釈
」
で
は
、

神
と
人
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
二
人
称
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
、

「
神
人
合
一
」
の
一
つ
の
究
極
は
「
生
祠
」
で
あ
る
と
す
る
。
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補
論
３
「
神
学
に
お
け
る
生
成
論
と
心
身
論
と
超
越
論
の
統
合
へ
の
準
備
に
つ
い
て
」
で
は
、

東
方
教
会
の
「
神
化
」
問
題
と
闇
斎
の
天
人
唯
一
と
を
比
較
検
討
す
る
。「
神
化
」
と
は
神
と

人
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
で
あ
る
。
闇
斎
は
、
一
心
不
乱
の
祈
り
／
祈
祷
的

行
為
（
神
垂
祈
祷
）
と
無
条
件
の
受
け
身
で
の
神
の
慈
悲
を
受
け
取
る
（
冥
加
正
直
）
と
い

う
態
度
を
通
じ
て
、
「
神
垂
冥
加
の
人
」
に
な
っ
た
こ
と
で
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
た
と
す
る
。

　
補
論
４
「
「
永
遠
の
哲
学
」
と
「
神
秘
哲
学
」
と
「
天
人
唯
一
」
と
」
で
は
、
闇
斎
の
天
人

唯
一
と
「
永
遠
の
哲
学
」
と
「
神
秘
哲
学
」
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
闇
斎
が
「
永

遠
の
哲
学
」
（
神
秘
哲
学
）
を
構
築
し
た
理
由
は
、
こ
の
世
界
の
真
理
・
実
相
を
知
る
た
め
で

あ
っ
た
と
す
る
。

　
終
章
「
「
生
成
と
統
合
の
神
学
」
と
し
て
の
闇
斎
思
想
の
位
置
に
つ
い
て
」
で
は
、
本
論
の

結
論
を
説
く
。
闇
斎
の
神
学
思
想
は
、「
神
儒
兼
学
」
に
も
と
づ
い
て
「
天
人
唯
一
」
を
自
覚

自
認
す
る
た
め
の
一
貫
し
た
生
涯
学
習
体
系
で
あ
っ
た
。
闇
斎
は
、「
神
儒
兼
学
」
と
し
て
普

遍
哲
学
（
朱
子
学
）
と
神
秘
主
義
（
神
道
実
践
）
の
異
な
る
二
つ
の
思
想
を
、「
天
人
唯
一
」
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の
原
理
の
も
と
に
お
い
て
の
統
合
の
実
現
を
図
っ
た
と
す
る
。
よ
っ
て
、
闇
斎
は
近
世
日
本

に
お
い
て
本
格
的
な
統
合
体
系
を
構
築
し
た
希
有
な
宗
教
的
、
思
想
的
存
在
と
し
て
、
世
界

思
想
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
相
応
し
い
人
物
で
あ
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
こ
の
学
位
請
求
論
文
は
、
山
崎
闇
斎
に
三
つ
の
視
点
か
ら
光
を
当
て
て
全
体
像
を
浮
き
上
が

ら
せ
て
、
多
方
面
に
関
連
す
る
問
題
提
起
を
し
た
、
労
作
で
あ
る
。
三
点
に
絞
っ
て
、
評
価
・

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
う
。

　（
一
）
全
体
の
構
成
に
つ
い
て

　
三
部
構
成
が
、
闇
斎
の
政
治
思
想
、
宗
教
思
想
、
実
践
方
法
に
対
応
し
て
お
り
、
効
果
的
で

あ
る
。

　
第
一
部
（
風
土
論
）
は
、「
山
王
」
と
い
う
歴
史
地
理
的
な
環
境
と
の
関
連
で
、
闇
斎
の
ラ

イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
基
盤
が
描
か
れ
、
特
殊
日
本
的
、
特
殊
日
吉
的
な
側
面
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
皇
室
中
心
の
政
治
思
想
と
の
つ
な
が
り
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
と
く
に
、
天
海
と
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の
対
比
は
、
先
行
研
究
の
網
羅
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
不
安
だ
が
、
皇
室
と

幕
府
の
緊
張
を
、
法
度
や
神
器
と
絡
め
て
論
じ
て
お
り
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

　
第
二
部
（
心
身
論
）
は
、
お
も
に
フ
ラ
ン
ス
の
身
心
論
と
対
比
し
た
闇
斎
の
特
徴
が
描
か
れ
、

と
く
に
補
論
２
で
の
デ
カ
ル
ト
と
の
対
比
は
、
十
七
世
紀
と
い
う
同
じ
時
代
、
第
一
次
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
時
代
に
お
い
て
、
デ
カ
ル
ト
が
「
理
性
」
を
、
闇
斎
が
「
心
神
」
を
、
人
間
の
核
心

に
位
置
づ
け
た
こ
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
お
い
て
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
と
の
指
摘
は
、
闇
斎
を

世
界
思
想
史
、
比
較
思
想
史
の
ア
リ
ー
ナ
に
引
き
出
す
効
果
が
大
き
い
。
こ
れ
も
先
行
研
究
の

網
羅
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
よ
り
評
価
で
き
よ
う
。

　
第
三
部
（
超
越
論
）
は
、
神
秘
哲
学
・
永
遠
の
哲
学
を
モ
デ
ル
に
、
東
方
キ
リ
ス
ト
教
の
心

身
技
法
な
ど
と
、
闇
斎
の
実
践
を
対
比
し
な
が
ら
相
同
性
を
示
し
て
お
り
、
神
秘
主
義
研
究
の

分
野
に
闇
斎
を
位
置
づ
け
る
事
例
研
究
と
し
て
示
唆
を
与
え
る
。
神
道
行
法
の
研
究
で
は
、
大

本
教
や
川
面
凡
児
な
ど
近
代
以
降
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
近
世
の
「
行
法
」
は
研
究
が

薄
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
資
料
に
よ
っ
て
と
い
う
よ
り
、
モ
デ
ル
を
用
い
た
比
較
に
よ
っ
て
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
の
は
、
効
果
的
と
思
う
。
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　（
二
）
方
法
論
に
つ
い
て

　
文
献
に
よ
る
実
証
研
究
に
は
限
界
が
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ま
た
も
し
文
献
が
あ
っ
て
も
、

言
葉
を
超
え
る
と
自
認
さ
れ
て
い
る
体
験
を
扱
う
に
は
、
関
係
諸
学
を
援
用
す
る
と
い
う
方
法

は
有
効
で
あ
る
。
資
料
や
文
献
の
み
を
用
い
た
実
証
研
究
と
は
意
識
的
に
距
離
を
と
っ
て
、
大

き
な
物
語
、
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
分
野
に
刺
激
を
与
え
る
と
思
う
。

専
門
で
は
な
い
分
野
の
援
用
に
関
し
て
は
、
モ
デ
ル
的
な
理
解
を
目
指
す
場
合
は
、
細
部
の
細

か
い
議
論
は
む
し
ろ
障
害
で
あ
る
こ
と
、
主
対
象
が
神
道
で
あ
る
こ
と
を
、
断
れ
ば
よ
い
と
思

う
。

　
発
達
論
的
な
心
理
学
を
方
法
と
し
て
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
、
有
利
な
点

と
思
わ
れ
る
。

　（
三
）
天
人
唯
一
に
つ
い
て

　
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
天
人
唯
一
」
は
、
多
義
的
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
三
部
構
成
の
主
題
に
お

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
人
間
一
般
の
あ
り
方
と
し
て

は
、
天
地
自
然
と
人
間
の
関
係
と
し
て
、
ま
た
神
々
や
先
祖
と
の
血
縁
関
係
と
し
て
説
か
れ
、
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と
く
に
天
皇
を
指
す
場
合
は
、
政
教
関
係
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り
、
こ
れ
は
第
一
部
の
重
要

な
課
題
と
な
る
。
天
海
と
の
対
決
の
文
脈
で
論
じ
て
も
ら
う
と
、
わ
か
り
や
す
い
。
垂
加
神
道

の
一
部
が
江
戸
時
代
末
の
尊
王
攘
夷
思
想
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
神
道
的
な
特
殊
性

と
「
神
秘
哲
学
」
的
な
普
遍
性
を
調
整
・
調
停
し
よ
う
と
す
る
闇
斎
の
試
み
が
、
天
皇
の
唯
一

性
（
特
殊
）
を
説
明
す
る
と
い
う
難
題
を
負
っ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
課
題
も
残
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
部
・
第
三
部
の
身
心
論
や
神
秘
哲
学
論
と
の
関

係
で
は
、
身
体
・
物
質
と
精
神
・
霊
と
い
っ
た
哲
学
、
究
極
の
原
理
と
の
関
係
、
そ
れ
を
も
と

に
し
た
身
心
技
法
の
目
標
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
政
教
関
係
の
議
論
に
は
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
朱
子
学
に
お
け
る
心
と
身
の
区
別
の
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
の
基
礎
を
な
し
て
い
る
理

気
説
か
ら
、
闇
斎
の
心
身
論
が
ど
の
よ
う
に
導
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、「
心
」
と
「
身
」
の
語

義
や
含
意
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
の
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
や
や
不
足
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
を
解
明
す
れ
ば
、
闇
斎
が
神
儒
一
致
で
は
な
く
神
儒
兼
学
と
い
う
態
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度
に
立
脚
し
、
崎
門
学
の
み
な
ら
ず
垂
加
神
道
を
展
開
し
た
こ
と
の
意
味
が
一
層
明
確
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
闇
斎
の
「
天
人
唯
一
」
と
「
永
遠
の
哲
学
」
と
の
類
比
を
探
っ
た
点
に
も
疑
問
が

残
る
。
中
国
思
想
の
「
天
人
合
一
」
は
、
非
血
縁
的
で
あ
り
、
必
ず
し
も
歴
史
事
実
が
問
わ
れ

な
い
の
で
、
超
歴
史
的
な
「
永
遠
の
哲
学
」
と
類
比
で
き
よ
う
。
そ
れ
に
対
し
、「
天
人
唯
一
」

を
皇
統
と
い
う
血
縁
的
歴
史
事
実
を
無
視
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
天

人
唯
一
」
と
「
永
遠
の
哲
学
」
を
類
比
的
に
扱
う
こ
と
に
一
抹
の
不
安
を
覚
え
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
以
上
の
点
は
、
本
論
文
の
欠
点
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
に

お
い
て
展
開
を
期
待
す
る
点
で
あ
る
。

　
以
上
の
審
査
結
果
に
よ
っ
て
、
本
論
文
の
提
出
者
久
保
隆
司
は
、
博
士
（
神
道
学
）
の
学
位

を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
。
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令
和
三
年
十
二
月
二
日

主
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
西

　
岡

　
和

　
彦

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國
學
院
大
學
教
授

　
　
遠

　
藤

　
　
　
潤

　
㊞

　

副
　
査

　
　
筑

波

大

学

教

授
　
　
津

　
城

　
寛

　
文

　
㊞
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久
保

　
隆
司

　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
令
和
三
年
十
二
月
二
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者主

　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
西
　
岡
　
和
　
彦
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國
學
院
大
學
教
授
　
　
遠
　
藤
　
　
　
潤
　
㊞
　

副
　
査
　
　
筑
波
大
学
教
授
　
　
津
　
城
　
寛
　
文
　
㊞
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